
　地域まちづくり協議会は、地域に住むあらゆる人や活動する個人、団体、
事業者などが自由に参加でき、自分たちの住む地域を自分たちで創り上げ
るという意識のもとに、地域課題の解決に向けて話し合う場づくりや意思
決定ができるしくみを持った組織です。
　亀山市では、人口減少や高齢化、核家族化など、地域を取り巻く状況が
変化する中で多様化する地域課題に対応するため、平成24年度から地域
まちづくり協議会の組織化を進め、平成28年度に市内全22地区で設立さ
れました。5年を経た本年度、各地域まちづくり協議会を順次ご紹介します。

問合先 まちづくり協働課地域まちづくりグループ（☎84－5007）

　各地域まちづくり協議会では、獣害対策や地域公共交通
の研究、防災研修、環境美化活動、３世代交流、文化祭など、
地域の特色を生かしたさまざまな事業を実施しています。
　また、22地区の代表者で構成する地域まちづくり協議会
連絡会議において、定期的に各地区の取り組みや課題等の
情報共有を行い、活動の充実を図っています。

※各地区の地域まちづくり協議会の取り組みや事業内容につ
　いて詳しくは、ホームページをご覧ください。
 URL  https://www.city.kameyama.mie.jp/docs/2014112302462/chiiki-hp.html

地域まちづくり協議会を中心としたまちづくりには、皆さん一人ひとりの参加が大切です。
自分たちが住みやすいまちをつくりましょう。

主な取り組み

市の支援

 人的な支援　　・地域担い手研修の実施…地域の担い手を育成するための研修を実施
　　　　　　 　・地域まちづくり推進アドバイザーの派遣…まちづくりの具体的な手法のアドバイスや情
　　　　　　　　報提供などを実施
　　　　　　 　・地域担当職員の配置…会議の運営や活動の支援等を行う市職員を配置

市では、地域のまちづくり活動を促進するため、次の支援を行っています。

 財政的な支援　・地域まちづくり交付金…地域で使途を決定することができる交付金
　　　　　　　 ・地域活性化支援事業補助金…より積極的に実施する事業を支援する補助金
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■ 設立日

■ 区域

■ めざす姿

■ 地域の誇り

平成25年4月20日
■ 人口・世帯数
1,544人・675世帯
（基準日：令和2年10月1日）

鈴鹿山系に囲まれて自然豊かな
環境の中、保育園児から高齢者
まで地域が一体になって行事等
に取り組んでいる。

楽しく笑顔で暮らせるまち

三寺町、中庄町、下庄町

　昼生地区まちづくり協議会は、
子安地蔵や西国三十三所の観音
菩薩の石像が祭られている観音
様、軍記物語「平治物語」に登場
する渋谷金王丸が源氏の大将の
最期を知らせるため京を目指して
駆け抜けた道である金王道など、
歴史ある自然豊かな環境の中で、
保育園児から高齢者まで幅広い
年代が参加するさまざまな活動を
行っています。
　８月には、亀山の自然環境を愛
する会の皆さんを講師に迎え、地
域内を流れる中ノ川で子どもたち
と保護者が自然環境の大切さを学
んでいます。11月には、昼生地区
グラウンドゴルフ大会を開催、約

80人の愛好者が楽
しんでいます。12月
には、75歳以上の
お一人暮らしの高
齢者宅を小学校児童と福祉委員で
訪問する「友愛活動」を行っていま
す。３月には、青少年育成部主催で
小学６年生の児童と中学１年生の
生徒を対象に、自分の学校生活や
将来の思いなどを綴った「昼生っ子
文集」を作成し、今年、第39集を発
刊しました。また、高齢者がいつま
でも生き生きと生活で
きるようにと始めた
「フレンドサービス」
や「健康体操」も昼
生地区の自慢の事
業です。

昼生
地区

まちづくり協議会

昼生
地区

まちづくり協議会

■ 設立日

■ 区域

■ めざす姿

■ 地域の誇り

平成28年5月15日

■ 人口・世帯数
4,988人・2,192世帯
（基準日：令和2年10月1日）

井田川駅のシンボル「ヤマトタケ
ルノミコト像」の管理をしている。

井田川小学校と亀山東小学校、
亀山中学校と中部中学校の学校
区の分け隔てのないまち

小下町、栄町、井尻町、和田町、
井田川町、川合町（ひとみが丘、
山田以外）

　井田川地区南まちづくり協議会
は、市の東部に位置し、小・中学校
それぞれ２つの学校区があります。
また、鈴鹿市と隣接し、名古屋方面
への玄関口にあたり、現在、小団
地が増え、自治会数も増えている
状況です。

　活動は、JR井
田川駅の清掃を
年４回行うほか、
「趣味の作品展」

や「健康祭り」では、自治会ごとの
農産物や日用品の販売、役員によ
る無料の焼きそば、ポップコーン、
綿菓子の振る舞いも好評です。
　高齢者と子どもたちとの交流を
図るため、「ふれあいグランドゴル
フ」を年２回実施するほか、今年は

サツマイモ堀り体験を計画してい
ます。また、毎年、井田川北まちづく
り協議会と合同で、小学生から大
人まで参加する「マラソン大会」を
東野公園で行い、他の地域まちづ
くり協議会との交流を深めていま
す。
　今後は、人口がまだまだ増えそう
ですので、新しい自治会との交流を
深め、地域の皆さんのふれあいの
場、憩いの場を提供し、より良いま
ちづくりを目指していきます。
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